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2003年春号
特集「新生駿河台１号館」

116 100

1999年春号
100号記念

日本大学理工学部の広報誌『理工サーキュラー』は、1971（昭和46）年７月に創刊しました。
1968（昭和43）年の日大紛争後、当時の理工学部長だった木村秀政教授は大学・学部の現状や方針を周知し学生と情
報を共有する重要性を説き、弘報委員会（後に広報委員会）を設けました。そして初代弘報委員長の原治教授のもと、
学部の現在および運営方針、予算、行事、研究室紹介等を掲載した B5判１色刷８ページの創刊号が発刊されました。
その後はさまざまな連載企画が誕生し、特集方式の採用、さらに２色刷、４色刷、A4判と
リニューアルしながら50年以上続いています。
これからも『理工サーキュラー』は、理工学部に関する情報を伝えることはもちろん、
学生がよりよい学生生活を送るために役立つ情報を発信していきます。

　『理工サーキュラー』200 号、お
めでとうございます。50 年超にわた
り、理工学部に関する魅力ある情報

を発信し続けてこられたことに敬意を表します。
　私も、 162 号から 185 号の編集長を務めた経緯があります。
皆さんは、雑誌ができるまでのプロセスを考えたことがありま
すか？　１）企画立案：読者に届けたい、読者が欲しているト
ピックは何かを検討し、発刊予定号の企画を練ります。２）原
稿制作：取材や原稿執筆依頼などを通じて、記事を集めます。
３）組版：タイトルや原稿、写真、イラストなどを紙面にレイ
アウトします。４）校正：レイアウトされた校正紙を編集者や
原稿執筆者などがチェックして、必要があれば修正を加えます。
何度か校正を繰り返したあと、５）印刷・発刊となるのです。
　このように、多くの関係者が多大な労力をかけて、こだわり
を持って取り組んでいるからこそ、魅力的な誌面として出来上
がるのです。雑誌を読むときは、作り手にも思いを馳せてみま
せんか。内容が身近に感じられ、理解が深まることでしょう。

作り手に思いを馳せて
理工学部長　交通システム工学科教授

轟　朝幸

学部長からのメッセージ

1

1971年７月号（創刊号）
1980年代まで、6～7月号は「理工学部の
運営方針」や「収支決算・予算」を掲載

15

1975年４月号
「校舎・その他の施設・設備の拡充状況」 
を掲載（これ以降、特に習志野の新校舎・
新施設は竣工時に図面と概要を掲載）

31

★ 1980年11月号
理工学部創設60周年特集号
 （★は周年特集号）

62

★ 1989年10月号
理工学部創設70周年特集号

29

1980年１月号
「私の研究歴」連載開始

1986年４月号
タイトルロゴを変更。
巻頭座談会「学部長との
1時間」開始（67号まで）。

「この先生とこの店で」
連載開始（79号まで。本誌
4-5頁参照）

48

20

1977年２月号
1980年代まで、1～2月号は「学術講演会・
学術賞表彰式報告」を掲載

1982年１月号
表紙と裏表紙が４色刷に

35

1994年７月号
リニューアルに伴い
多数の連載開始。
巻頭座談会

「学部長を囲んで」
開始（91号まで。
本誌4-5頁参照）

81

『理工サーキュラー』200号の軌跡

1979年７月号
タイトルロゴを変更

27

1986年１月号
座談会形式の特集開始（本誌4-5頁参照）

47

2004年冬号
特集「就職緊急レポート」（これ以降、冬号
は就職特集に）

119

★ 2006年春号
特集「理工学部、85年の大学史。」

128

167

２
０
１
６
年
冬
号

特
集「
第
一
回
桜
理
祭
開
催
」

2009年春号
「学会報告」連載開始（151号まで）、
「学生記者が行く!」連載開始（176号まで）
（ともに本誌8-9頁参照）。

140

2012年秋号
特集「理工学部は、大きく動きます。」

154

★ 2020年夏号
特集「写真で見る理工学部の100年」

185 178

2018年秋号
特集「タワー・スコラ」

152

2012年春号
B5判からA4判に変更し、
誌面を大幅リニューアル。

「CST+なひと」連載開始
（183号まで）

98

1998年秋号
特集方式にリニューアル。中面が２色刷に
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34 年前の『理工サーキュラー』は、先生たちの作る同人誌のような
冊子でした。その中で「この先生とこの店で」という連載は、先生の
行きつけの店で一人の学生と食事をとりながら、その先生の生い立ち
や研究について対談するものでした。当時建築学科３年生だった私
は、日本建築学会長であり日本大学総長（当時）に就任したばかりの
木下茂德先生と対談することになりました。とても緊張して必死にメ
モを作って臨んだことを覚えています。先生が福祉建築の道に進むき
っかけとなった貧しい養護施設を訪問したエピソードを、涙を浮かべ
ながら話していたのが印象的でした。
場所は変わりましたが、対談で使わせていただいた赤坂の「いなげ家」
は今でも当時の面影を残して営業しています。この特集をきっかけに
お店を訪れてみると、女将の眞嶋絹枝さんは木下先生のことをよく覚
えていてくださって、今は亡き先生の話題で大いに盛り上がりました。
 いなげ家  東京都港区赤坂 2-13-21 清川ビル１F 

電話 03-3583-1989

建築学科教授　山中 新太郎｜当時３年

66 1990年10月号　［第17回｜建築学科教授  木下茂徳先生］

あれから、遠距離通学・通勤は大学４年間、UR 勤務の６年間、大学教
員になってからも続いた。往復４時間以上であったが、実は本を読める
貴重な時間となり、勉学の時間を確保することができた。疲れた時は仮
眠することができ、自宅に戻ってから集中して勉学に取り組むことが
できた。遠距離は大変だと思われているが、実は得るものが多かった。
36 歳の時、都心に引っ越したことで、通勤時間が約 30 分となり、本
を読む量が極端に減ってしまったのは残念であるが、長時間の移動には
カバンが溢れそうなくらい本を詰め込んでいく。なぜ、遠距離通勤をし
たかって？　私は実家が農家で、専門は都市計画。目指す都市像は都市
と農村の融合であり、UR 時代も常に都市と農村の融合を考えていたか
ら。なぜ遠距離通勤をやめたかって？　ライフスタイルが変わる大切な
出来事があったから。 

土木工学科教授　大沢 昌玄｜当時１年

771993年７月号
［わが愛用の通勤・通学電車 ―遠距離往復の哀歓―］

当時学部長の和井内先生が臨席し、緊張したことはよく覚えています
が、何を話したのか？は、すっかり忘れておりました。拝読して、少し恥
ずかしい内容と感じました。「実りある大学院生活」がテーマでしたが、
実際に当時、大学院進学の意味を反芻しておりました。大学院では、指
導いただいた先生方のおかげで多くの発表機会を得ました。学会では、
自身の発表以外にも他大学の大学院生の発表を聴講できました。この経
験により、高校時代に感じていた「大学の偏差値」が、個人の努力次第
でまったく意味のない値になることがよくわかり、とても良い衝撃を受
けました。また、「人にわかりやすく伝えること」のトレーニングがで
きましたが、これも重要でした。これらの経験は今、大学院進学希望の
学生に「なぜ大学院進学か？」を問答する際に、必ず話しております。

まちづくり工学科教授　後藤　浩｜当時M2

83 1995年１月号　［実りある大学院生活を目指して］

「この先生と 
　　この店で」

教員がよく行く飲食店で学生がインタビュー。研究の話、学生時代の話、趣味の話を引き出し、教員の人となりを探る。（全30回）

「学部長を 
　　　囲んで」

学生数人が和井内徹学部長の方
針

や考え方を聞き、さらにテーマ
に

沿って学生同士が理工学部への
要

望や意見を話し合う。（全11回
）

「座談会」
教員と学生が毎回ひとつのテーマに沿って話し合う。授業、研究、サークル活動、学生生活全般と、テーマは多岐にわたった。（全26回）

プレイバック！理工サーキュラー
本誌では、理工学部生の声を届ける連載や特集を多数企画してきました。中には現在、理工学部の教員も！
そこで先生方に、ご自分が登場したバックナンバーを読んでいただき、学生時代を振り返っていただきました。
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107 2001年冬号
特集 「21世紀！夢を語ろう。」

114 2002年秋号　 
特集 「学生パワー」

130 2006年秋号　特集 「研究に燃える！やってわかった卒論、修論、博士論文の楽しさ」

125 2005年夏号
特集 「世界をめざすCSTブランド」

世界的な視野で物事を考える力を身に付けたいという 22 歳の自
分が書いた文章であるが、昔の文章を読み直すといつも恥ずかし
くなる思いである。さて、45 歳になった現在はというと、イギ
リス、カナダ、アメリカに行き、比較的頻繁に海外の研究者と議
論しているように思う。文章は恥ずかし
いが、その思いは今も同じである。

機械工学科教授　上田 政人
｜当時４年

山口きらら博は「ものづくり」の設計・施工を体験するイベントでした。
以降、愛知万博、イタリア大使館、渋谷 NHK 等でもこの時のアートワー
クは活躍しました。同じ流れで毎年、船橋校舎で学部祭期間中に行ってい
る「習志野ドーム」も 2023 年度で第 30 回を数えました。今でも学生と
ともに、研究室一丸となって全力でものづくりを楽しんでいます。

 建築学科教授　宮里 直也｜当時D3

寄稿した記事「研究室は、世界へ続く。」のコンセ
プトは、現在も私の中心に存在しています。地域的な
広がりだけでなく、そこで接する人や文化、技術など、自分にはない多
様なものが、研究の動機づけとなってきました。時には大変なこともあ
りましたが、それが自分を成長させてくれたと自信を持って言えます。

 交通システム工学科准教授　石坂 哲宏｜当時D2

20 年程前に卒業研究としていた「宇宙空間で人間の生
命を維持すること、そのための環境づくり」に今でも取
り組んでおり、2023 年 12 月現在、海外派遣研究員と
して、米国コロラド大学でこの研究テーマを深めるべく
研究しています。少なくはなりましたが、後からアプロ
ーチ不足に気づくのは今でも同じだな、と思います。

 航空宇宙工学科准教授　中根 昌克｜当時D2

1990 年代～ 2000 年代は柔軟体を含む機構解析
技術が発展途上で、博士課程在学時はモデル精度
や計算負荷向上を目指したモデルが提案された最
後の時期。私も機構解析において低計算負荷かつ
制御系設計が容易な柔軟体モデルの開発を目指し
ていました。今ではモデル化手法も収斂し、当時
ならではの研究だったと懐かしく思います。

機械工学科准教授　安藝 雅彦｜当時D1

あれから私は半導体メーカーへ就職し、今では大
学の教員として働いています。学生当時の自分は
この将来をまったく想像していなかったことでし
ょう。これまでに私はいろいろな経験を積んで成
熟してきたつもりですが、自分軸は学生の頃と変
わらないなぁという印象です。これからもブレず
にイイ感じに年齢を重ねていきたいですね。

 電気工学科助教　胡桃　聡｜当時M1
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Circular 理工サーキュラー 17学会報告

PACON2008DIAMOND2011 ―22nd European Conference on Diamond, Diamond-Like Materials, Carbon Nanotubes, and Nitrides ―

 2011 年６月１日～３日の３日間にわたって、東京

ビッグサイトにて国際見本市である JPCAshow2011

が開催されました。この展示会では毎年実装技術や

半導体技術等における各企業の最新技術の展示だけ

でなく、産学連携強化を目的としたアカデミックプ

ラザと呼ばれる大学や研究機関が発表する場が設け

られています。私はこのアカデミックプラザに参加

させていただき、「感光性レジストフィルムを用い

た異種材料による微小三次元構造の研究開発」と題

して口頭発表とポスターセッションを行いました。

 この研究は、現在さまざまな分野で利用されてい

るセラミック基板の新たな作製方法を提案するもの

で、従来の方法では困難であった異なった材料同士

のパターニングを可能

とします。この方法を

用いることで、電子部

品の小型化や高効率化

が進み通信機器のさら

なる発展につながると

考えられます。

 今回の研究内容が評

価され、全 30 件の発

表テーマの中からアカ

デミックプラザ賞をい

ただきました。指導教

授の内木場先生および助教の齊藤先生には、研究・

発表においてさまざまなご指導をいただきましたの

で、結果が残せたことを大変うれしく思いました。

見本市という、多くの分野の方が一堂に会する場で

発表を行いさまざまな意見をいただけた経験を、今

後の研究活動に生かしたいと思います。

 私は 2011 年９月４日～８日にドイツのガルミッシュ 

＝ パ ル テ ン キ ル ヒ ェ ン で 開 催 さ れ た 国 際 学 会

“DIAMOND2011 ―22nd European Conference on 

Diamond, Diamond-Like Materials, Carbon Nanotubes, 

and Nitrides―”に参加しました。

 この学会は主に炭素材料にかかわる内容について

募った学会で、昨年度も同じ学会に参加していたた

め、学会の流れには慣れていました。私は研究テー

マ で あ る“Growth of linear and high aspect ratio Ni 

filled carbon nanotube for probe of magnetic force 

microscope by Joule heating method”というタイト

ルで、ポスターセッションにて発表しました。カーボ

ンナノチューブというナノサイズの筒状の炭素構造物

にニッケルを内包させたという内容なのですが、多く

の研究者が見たことのないものであったため、非常に

多くの質問を受けました。自分の語彙力の不足を痛感

しつつも、理論的な指摘や実験の手法に対する指摘な

ど、有意義な議論が行えました。

 また、ほかの研究者の発表を聞いて、どういった研

究なのかわかるようになってきた自分の成長を確認す

ると同時に、「こんな発想があったのか」と感銘を受

ける研究もありました。あるいは、自分だけが考えて

いるであろうと思っていたことをほかの研究者も考え

ていたことを知るなど、学会参加によって気づくこと

も多かったです。

 英語論文の執筆をご指導くださった胡桃助手と、論

文執筆のご指導ならびに学会に参加する機会を与えて

くださった鈴木薫教授に、この場をお借りして感謝し

たいと思います。

PACON2008JPCAshow2011 学

会

報

告

博士前期課程電気工学専攻２年

鈴木薫研究室 

相良拓也

博士前期課程精密機械工学専攻２年

内木場・齊藤研究室 

高藤美泉

海外の研究者とディスカッション

アカデミックプラザ賞受賞

140 2009年春号　 
特集 「変身！ スキルアップサポート術」

151 2012年冬号　 
連載 「学会報告」

特集：変身！スキルアップサポート術 13Circular 理工サーキュラー

博士前期課程航空宇宙工学専攻２年

山﨑政彦くん

　私は学部の４年次から超小型人工衛星プロジェクト

に携ってきました。M1の時には、開発した衛星をイ

ンドで打ち上げることができました。インドでの２週

間に及ぶ打ち上げ前作業や、国際宇宙会議（IAC）な

ど、多くの国際的な場で世界の研究者や技術者の方々

と議論した経験は忘れることができません。

　これらのプロジェクトで得た経験は本当に貴重なも

のでしが、それ以上に、毎日あれこれ考えながらワク

ワク過ごせる現在の日々が本当に素晴らしく、楽しい

ことだと感じています。衛星開発はもちろん、何か別

のものでも、ワクワクすることへは進んでおいて間違

いなし！ 皆さんも大学を

フルに活用して探してみて

ください。

写真：
打ち上げロケットPSLVC-9と、
衛星を打ち上げる海外の大学
のメンバーとともに（左下段
の左から２人目が執筆者）

博士前期課程物理学専攻２年

笹目大樹くん

　大学生活でのアドバイスは「さまざまな経験をするこ

と、そして多くの人と接すること」。学生時代ほど自由な時

間を持てるときはありません。例えば、長期の旅行に行く

のも良いと思います。私は国際学会の参加を機会に、ヨー 

ロッパに１カ月ほど滞在しました。さまざまな人と出会い

コミュニケーションをとることは、自分の視野を広げ、考

えを深める良いチャンスだと思います。これからは英語も

もちろん重要ですが、スペインなど英語圏以外の国ではさ

らに刺激的な出会いがあり、重要なのは言葉だけではない

ということにも気付かされます。就職活動においても現在

はコミュニケーション能力が重要視されています。ぜひ多

くの人と接し、さまざまなことを学んでください。

博士前期課程海洋建築工学専攻２年

下山陽平くん

　高い能力をもった技術者に少しでも近づくために、在学中

に「やれるだけのことに挑戦しよう」と考えました。とくに

私は建設業界への就職を望んでいたので、まずは二級建築士

取得を目指しました。大学にいる時間は研究や授業があり、

資格試験の勉強時間がとれません。そのため、大学に行く前、

行き帰りの電車内、帰宅してからの計４時間の勉強時間をつ

くり、市販のテキストと今まで授業で学んだ事を復習して、

合格に結びつけることができました。あくまでも一級建築士

取得の通過点に過ぎないと考えていますが、私自身の強みと

なり自信にもなりました。皆さんも１日の時間を有意義に活

用して、在学中に取得できる資格試験に挑戦してみてはどう

でしょうか。

と

こ

と

ん

究

す

る

研

！

　私は精密機械工学科の資格習得講座におい

て TOEIC や3D-CAD である CATIA の講習

を受け資格を取りましたが、最もスキルアッ

プしたと感じたのが、特色GPという新し

くできたプロジェクトにおいてロボットを製

作し、レスキューロボットコンテストに出場

したことです。製作においては、大学の授業

で学んだ材料力学の強度計算方法を実際に使

用したり、C言語のプログラムを組みロボッ

トを動かしたりしました。そしてコンテスト

に出場し、他大学のレスキューロボットも見

学でき、大変勉強になりました。

精
密
機
械
工
学
科
４
年

緒
方

　啓
く
ん

未

の た めジ ブ ン

来 の

に
毎日、新たな言葉や経験に触れ、学生時代の“小さな宇宙開発”の経験は
素晴らしく、今でもその価値を感じます。国際的な場での議論や技術開発
も大切な経験でしたが、日常を深く観察し、機微を捉え、楽しむことの大
切さを学びました。当時の挑戦は、新たなチャレンジに向かう原動力とな
り、充実感を持って過ごせています。

 航空宇宙工学科准教授　山﨑 政彦｜当時M2

2011 年 JPCAshow「アカデミックプラザ」は、
東北の震災３カ月後の展示会で開催されました。
当時これまでにない環境の中で、研究活動がある
種日常を感じられる時だったように覚えていま
す。この展示会は震災の影響も残る中、それでも
日本の産業界は負けずに頑張ろう、という意思を
感じられました。

精密機械工学科助教　金子 美泉｜当時M2

当時、周りのみんなが就職する中、研究だけを続
けることに迷いがあったことを思い出しました。
奨学金もたくさん借りており経済的な不安もあっ
た中、研究に対する熱意を持ち続けてきたことを
嬉しく思います。おかげで企業の研究所から現職
まで研究生活が続けられています。

電気工学科助教　岸本 誠也｜当時M2

年をとったこともあり、当時の夢は多少形を変えました。しかし、
まだ諦めていません。私の叶えたい夢は、自分だけでは叶えられ
ないことに気づき、現在は仲間を増やしているところです。幸い、
大学教員には多くの出会いがあり、その中で、同じ方向性の方を
見つけることができています。今は、仲間とともに NEDO を目
指しています。 電気工学科助教　淺見 拓哉｜当時D1
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ご指導いただいた先生方への感謝の心を忘れず、次世代の交通を担う責任を持って業務に取り組んでいたい。（交通M1　宮本強平）

元気で幸せに暮らしていてください。欲をいえば、結婚もしていてほしいし、仕事も頑張っていてほしいな。（数学M1　北原友恵）

10年後、ただ仕事をこなす
だけで毎日を送るのではなく

、や

りたいことや目標を持つ、活
気ある大人でありたい。

（建築M1　岡田芳明）

設計者として新製品を創り出すために、暗中模索で辛い時期だ
ろうけど、今が踏ん張り時だから、頑張れ !!
（精機 4年　松本　隼）

私は、人に信頼され、人を信頼できる人間になりたいと思いま
す。そのために、今の自分にできることを精一杯しようと思い
ます。（電気 2年　佐々木隆充）

母校で教員として、生徒たちに数学を学ぶことの楽しさを伝え、
興味をもってもらうことが私の夢です。（数学M1　宮臣有紀）

物理学の史実を明らかにし、
現状さらには将来への展望を

探

らしめる科学史研究を探究す
ることが目標である。

（物理D2　雨宮高久）

土木技術者として社会のため
にバリバリ働いているであろ

う

34歳の自分へ「どんな時も向
上心を忘れずに！」

（土木M2　横山　啓）

10年後。32歳の私は、仕事と家庭を両立するような女性にな
っていたいと思います。（建築 4年　鴇田恵里香）

10年後の私は、設計者として働いています。そして、プライ
ベートではドラえもんを作っています。（精機 4年　藤田　茜）

教師を目指して勉強をしている。10年後、熱意を持って、型
にはまらない授業ができる教師になっていたい。
（物理 4年　大曽根将人）

日大土木OBとして、日本、いや世界をリードしていく技術者
になって、社会に貢献していきたい。（土木M1　塚田耕平）

よりよい生活を支える設備技術者となり、さらに趣味のボウリ
ングでもアベレージ 200を目指します。（建築M1　松本　敬）

中学校の数学の先生になり、子供たちから尊敬され、また信
頼されるような先生になりたい。（精機M2　佐藤大輔）

成長したいという志を忘れずに鍛錬し、周りを巻き込む魅力の
あるしっかりした女性になっていてください。
（子情 4年　由井恵子）

今でも夢に向かって研究していますか？大学院での勉強は役に
立っていますか？夢半ばですが諦めないでください。
（電気D1　淺見拓哉）

海外で自分の独立のラボを持ち、独立の研究をしているはずで
す。忙しいですか？充実していますか？（笑）
（応化D2　亀井真之介）

「理工系好き」の子どもたちをたくさん増やすために、実際に
教育現場に立って、毎日奮闘していたい。
（物理 3年　郷田みどり）

牛の尻尾よりも鶏の鶏冠。大きな牛の尻尾にいるのではなく、
眼光煌く鶏の、立派な鶏冠を掲げましょう。
（海建M2　椎橋　亮）

今の自分はがばい積極的にがんばりよる。消極的になるな、冷
静に、がむしゃらになれ !!（機械 1年　武富勝彦）

仕事に慣れることだけではなく『良い技術者』になるべく、視
野を広く持って技術向上に努めたい。（精機 4年　長田祐樹）

私の夢は自分の名前を製品に
つけることだ。責任と誇りを

持

って、社会へ技術を提供でき
るものづくりをしたい。

（子情 4年　小松崎諒）

周囲の人への感謝を忘れず、大空の高みを目指し、航空日本の
技術を守り続けてください。頑張れ！（航宇M1　齊藤允教）

環境に優しい化学技術を自分の手で多くの人に広めたいです。
そのために今、多くを学び経験したいです。
（応化 4年　大嶽亜季）

今、私は夢中で研究に励んでいます。夢に
向かい頑張れ未来

の私、その日々が無駄ではないことを証明
するために。

（物理M1　戸室啓明）

10年後
の自分

へ
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卒業後、それまでに学び身につけた技術や経験の伝承。
そして、事業が安全で確実に執行されるよう努めたい。

（土木 4 年　小澤淳平）

誰のために、何のためにがんばっているのか。そのことにつ

いて誇りを持って言える人間になっていたい。

（海建 4 年　清永修平）

私は 10 年後、大学や社会で得た知識や経験を生かして次世代

に工学の楽しさを伝える教師になります。

（子情 4 年　卯花竜也）

あきらめるな。妥協するな。やりたいことをやれ。わがままに
なれ。ひたすら宇宙の一番高いところを目指せ。

（航宇 M1　中臺啓太）

今この瞬間を生きること、何より努力し続けること。何があっ

てもこの二つだけは実行してください。（数学 M2　肉倉陽水）

　　　　　ようやく教師の仕事に慣れてきたころでしょうか。これからも、生徒のことを大切にする教師であってください。（数学 M2　佐藤祐介）

10 年後。世界という無限に広がる活躍の場で、自分のやりた
いことを前向きに追求している人間になりたい。

（機械 4 年　武藤　萩）

環境、とくに生物に関する土俵で、生き物を守りたいという

初心を忘れずに貢献できるような人材になる。

（海建 M2　河村岳明）

幅広い視野のもとで、多様なことに挑戦し続け、ものづくり

をしていけるエンジニアになりたいと思います。

（機械 2 年　関　麻未）

今の仕事は大学で学んだことが役立ってますか？ 自分に自信
が持てるような生き方をしてください。（交通 4年　大宮　諒）

私は、消費者にとって、製品のこだわりのみならず、夢も与え
られるエンジニアになりたいです。（子情 4 年　張　寧）

忘れるなよ？ おまえは真暗闇の中に自分で道を切り開いたん

だ。どんなに辛くとも、あきらめるな。（航宇 4 年　金原周平）

今以上に熱意を持って研究していると思います。研究が大好

きで続けてきたことを忘れず頑張ってください。

（電気 M2  岸本誠也）

私は高分子の物性を研究していますが、将来ここで得られた専
門知識を糧に社会で活躍していると思います。

（応化 M2　小出優一郎）

自分の研究が、10 年後には新しい建築構造システムとして実
現化されていることを信じて、今頑張っています。

（海建 M1　姿健一郎）

10 年後の私は、大学での知識を生かした仕事をしつつ、家庭
と両立していける女性になっていたいと思います。

（機械 3 年　赤川　希）

将来は、障がい者を含む誰でも不自由なく、暮らしやすいま
ちづくりに取り組んでいたい。（交通 3 年　荒木裕太）

勤めている会社で頼られるようなリーダー的存在となって、チ
ームを引っ張っていくようになりたい。（航宇 4 年　杉田泰行）

社会人として一人前になるために、まずは学力で苦労したくな
いです。そして、自分から新しいものをプレゼンしていきたい
です。（土木 3 年　杉田和俊）

10 年後の私には、どんな壁も乗り越えていく負けじ魂と、人

のために尽くすことを喜びとする心だけは忘れないでほしい。

（建築 4 年　尾池智史）

実験レポート、授業の復習で忙しいですが毎日頑張ってます。

あのころを忘れないで元気に頑張ってくださいね。

（電気 3 年  朝比奈亜弓）

研究者として自立し充実した生活を送るために、今は専門とし

ていきたい分野の勉強に励んでいます。（応化 3年　中山　麗）

正直なところ、記事のことはまったく覚え
ていませんでした。「10 年後の自分へ」と
して生意気なことを書いており、お恥ずか
しい限りです。思い返せば、指導教授であ

る植松英穂先生が御逝去されてから、物理学科の先生方や卒業生
たちの御支援を受け、何とか研究室を運営して参りました。この
場をお借りして、心より御礼申し上げます。

物理学科助教　雨宮 高久｜当時D2
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ご指導いただいた先生方への感謝の心を忘れず、次世代の交

通を担う責任を持って業務に取り組んでいたい。
（交通M1　宮本強平）

元気で幸せに暮らしていてください。欲をいえば、結婚もし

ていてほしいし、仕事も頑張っていてほしいな。
（数学M1　北原友恵）

10年後、ただ仕事をこなすだけで毎日を送るのではなく、や
りたいことや目標を持つ、活気ある大人でありたい。
（建築M1　岡田芳明）

設計者として新製品を創り出すために、暗中模索で辛い時期だろうけど、今が踏ん張り時だから、頑張れ !!（精機 4年　松本　隼）

私は、人に信頼され、人を信頼できる人間になりたいと思います。そのために、今の自分にできることを精一杯しようと思います。（電気 2年　佐々木隆充）

母校で教員として、生徒たちに数学を学ぶことの楽しさを伝え、興味をもってもらうことが私の夢です。（数学M1　宮臣有紀）

物理学の史実を明らかにし、現状さらには将来への展望を探
らしめる科学史研究を探究することが目標である。
（物理D2　雨宮高久）

土木技術者として社会のためにバリバリ働いているであろう
34歳の自分へ「どんな時も向上心を忘れずに！」
（土木M2　横山　啓）

10年後。32歳の私は、仕事と家庭を両立するような女性になっていたいと思います。（建築 4年　鴇田恵里香）

10年後の私は、設計者として働いています。そして、プライベートではドラえもんを作っています。（精機 4年　藤田　茜）

教師を目指して勉強をしている。10年後、熱意を持って、型
にはまらない授業ができる教師になっていたい。
（物理 4年　大曽根将人）

日大土木OBとして、日本、いや世界をリードしていく技術者になって、社会に貢献していきたい。（土木M1　塚田耕平）

よりよい生活を支える設備技術者となり、さらに趣味のボウリングでもアベレージ 200を目指します。（建築M1　松本　敬）

中学校の数学の先生になり、子供たちから尊敬され、また信

頼されるような先生になりたい。（精機M2　佐藤大輔）

成長したいという志を忘れずに鍛錬し、周りを巻き込む魅力のあるしっかりした女性になっていてください。（子情 4年　由井恵子）

今でも夢に向かって研究していますか？大学院での勉強は役に立っていますか？夢半ばですが諦めないでください。（電気D1　淺見拓哉）

海外で自分の独立のラボを持ち、独立の研究をしているはずです。忙しいですか？充実していますか？（笑）（応化D2　亀井真之介）

「理工系好き」の子どもたちをたくさん増やすために、実際に
教育現場に立って、毎日奮闘していたい。（物理 3年　郷田みどり）

牛の尻尾よりも鶏の鶏冠。大きな牛の尻尾にいるのではなく、
眼光煌く鶏の、立派な鶏冠を掲げましょう。（海建M2　椎橋　亮）

今の自分はがばい積極的にがんばりよる。消極的になるな、冷静に、がむしゃらになれ !!（機械 1年　武富勝彦）

仕事に慣れることだけではなく『良い技術者』になるべく、視野を広く持って技術向上に努めたい。（精機 4年　長田祐樹）

私の夢は自分の名前を製品につけることだ。責任と誇りを持
って、社会へ技術を提供できるものづくりをしたい。
（子情 4年　小松崎諒）

周囲の人への感謝を忘れず、大空の高みを目指し、航空日本の技術を守り続けてください。頑張れ！（航宇M1　齊藤允教）

環境に優しい化学技術を自分の手で多くの人に広めたいです。そのために今、多くを学び経験したいです。（応化 4年　大嶽亜季）

今、私は夢中で研究に励んでいます。夢に向かい頑張れ未来
の私、その日々が無駄ではないことを証明するために。
（物理M1　戸室啓明）
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卒業後、それまでに学び身につけた技術や経験の伝承。

そして、事業が安全で確実に執行されるよう努めたい。

（土木 4 年　小澤淳平）

誰のために、何のためにがんばっているのか。そのことにつ

いて誇りを持って言える人間になっていたい。

（海建 4 年　清永修平）

私は 10 年後、大学や社会で得た知識や経験を生かして次世代

に工学の楽しさを伝える教師になります。

（子情 4 年　卯花竜也）

あきらめるな。妥協するな。やりたいことをやれ。わがままに

なれ。ひたすら宇宙の一番高いところを目指せ。

（航宇 M1　中臺啓太）

今この瞬間を生きること、何より努力し続けること。何があっ

てもこの二つだけは実行してください。（数学 M2　肉倉陽水）

　　　　　ようやく教師の仕事に慣れてきたころでしょ
うか。これからも、生徒のことを大切にする教師であってく
ださい。（数学 M2　佐藤祐介）

10 年後。世界という無限に広がる活躍の場で、自分のやりた

いことを前向きに追求している人間になりたい。

（機械 4 年　武藤　萩）

環境、とくに生物に関する土俵で、生き物を守りたいという

初心を忘れずに貢献できるような人材になる。

（海建 M2　河村岳明）

幅広い視野のもとで、多様なことに挑戦し続け、ものづくり

をしていけるエンジニアになりたいと思います。

（機械 2 年　関　麻未）

今の仕事は大学で学んだことが役立ってますか？ 自分に自信

が持てるような生き方をしてください。（交通 4年　大宮　諒）

私は、消費者にとって、製品のこだわりのみならず、夢も与え

られるエンジニアになりたいです。（子情 4 年　張　寧）

忘れるなよ？ おまえは真暗闇の中に自分で道を切り開いたん

だ。どんなに辛くとも、あきらめるな。（航宇 4 年　金原周平）

今以上に熱意を持って研究していると思います。研究が大好

きで続けてきたことを忘れず頑張ってください。

（電気 M2  岸本誠也）

私は高分子の物性を研究していますが、将来ここで得られた専

門知識を糧に社会で活躍していると思います。

（応化 M2　小出優一郎）

自分の研究が、10 年後には新しい建築構造システムとして実

現化されていることを信じて、今頑張っています。

（海建 M1　姿健一郎）

10 年後の私は、大学での知識を生かした仕事をしつつ、家庭

と両立していける女性になっていたいと思います。

（機械 3 年　赤川　希）

将来は、障がい者を含む誰でも不自由なく、暮らしやすいま

ちづくりに取り組んでいたい。（交通 3 年　荒木裕太）

勤めている会社で頼られるようなリーダー的存在となって、チ

ームを引っ張っていくようになりたい。（航宇 4 年　杉田泰行）

社会人として一人前になるために、まずは学力で苦労したくな

いです。そして、自分から新しいものをプレゼンしていきたい

です。（土木 3 年　杉田和俊）

10 年後の私には、どんな壁も乗り越えていく負けじ魂と、人

のために尽くすことを喜びとする心だけは忘れないでほしい。

（建築 4 年　尾池智史）

実験レポート、授業の復習で忙しいですが毎日頑張ってます。

あのころを忘れないで元気に頑張ってくださいね。

（電気 3 年  朝比奈亜弓）

研究者として自立し充実した生活を送るために、今は専門とし

ていきたい分野の勉強に励んでいます。（応化 3年　中山　麗）
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ご指導いただいた先生方への感謝の心を忘れず、次世代の交
通を担う責任を持って業務に取り組んでいたい。
（交通M1　宮本強平）

元気で幸せに暮らしていてください。欲をいえば、結婚もし
ていてほしいし、仕事も頑張っていてほしいな。
（数学M1　北原友恵）

10年後、ただ仕事をこなすだけで毎日を送るのではなく、や
りたいことや目標を持つ、活気ある大人でありたい。
（建築M1　岡田芳明）

設計者として新製品を創り出すために、暗中模索で辛い時期だろうけど、今が踏ん張り時だから、頑張れ !!（精機 4年　松本　隼）

私は、人に信頼され、人を信頼できる人間になりたいと思います。そのために、今の自分にできることを精一杯しようと思います。（電気 2年　佐々木隆充）

母校で教員として、生徒たちに数学を学ぶことの楽しさを伝え、興味をもってもらうことが私の夢です。（数学M1　宮臣有紀）

物理学の史実を明らかにし、現状さらには将来への展望を探
らしめる科学史研究を探究することが目標である。
（物理D2　雨宮高久）

土木技術者として社会のためにバリバリ働いているであろう
34歳の自分へ「どんな時も向上心を忘れずに！」
（土木M2　横山　啓）

10年後。32歳の私は、仕事と家庭を両立するような女性になっていたいと思います。（建築 4年　鴇田恵里香）

10年後の私は、設計者として働いています。そして、プライベートではドラえもんを作っています。（精機 4年　藤田　茜）

教師を目指して勉強をしている。10年後、熱意を持って、型
にはまらない授業ができる教師になっていたい。（物理 4年　大曽根将人）

日大土木OBとして、日本、いや世界をリードしていく技術者になって、社会に貢献していきたい。（土木M1　塚田耕平）

よりよい生活を支える設備技術者となり、さらに趣味のボウリングでもアベレージ 200を目指します。（建築M1　松本　敬）

中学校の数学の先生になり、子供たちから尊敬され、また信

頼されるような先生になりたい。（精機M2　佐藤大輔）

成長したいという志を忘れずに鍛錬し、周りを巻き込む魅力のあるしっかりした女性になっていてください。（子情 4年　由井恵子）

今でも夢に向かって研究していますか？大学院での勉強は役に立っていますか？夢半ばですが諦めないでください。（電気D1　淺見拓哉）

海外で自分の独立のラボを持ち、独立の研究をしているはずです。忙しいですか？充実していますか？（笑）（応化D2　亀井真之介）

「理工系好き」の子どもたちをたくさん増やすために、実際に
教育現場に立って、毎日奮闘していたい。（物理 3年　郷田みどり）

牛の尻尾よりも鶏の鶏冠。大きな牛の尻尾にいるのではなく、
眼光煌く鶏の、立派な鶏冠を掲げましょう。（海建M2　椎橋　亮）

今の自分はがばい積極的にがんばりよる。消極的になるな、冷静に、がむしゃらになれ !!（機械 1年　武富勝彦）

仕事に慣れることだけではなく『良い技術者』になるべく、視野を広く持って技術向上に努めたい。（精機 4年　長田祐樹）

私の夢は自分の名前を製品につけることだ。責任と誇りを持
って、社会へ技術を提供できるものづくりをしたい。
（子情 4年　小松崎諒）

周囲の人への感謝を忘れず、大空の高みを目指し、航空日本の技術を守り続けてください。頑張れ！（航宇M1　齊藤允教）

環境に優しい化学技術を自分の手で多くの人に広めたいです。そのために今、多くを学び経験したいです。（応化 4年　大嶽亜季）

今、私は夢中で研究に励んでいます。夢に向かい頑張れ未来
の私、その日々が無駄ではないことを証明するために。
（物理M1　戸室啓明）

166 2015年冬号　連載 「学生記者が行く！ 」

大学３年生の時に参加した建築学科の企画する海外研修旅行に関する記事
です。建築学科の引率教員とともに、欧州 4 カ国を 22 日間で巡りました。
当時見た建築への感動は今も忘れません。コロナ禍が収束してきた今日、
現地まで足を運んで建築を見学することの重要性を日頃感じており、欧州
にも改めて訪問したいと感じました。

建築学科助手　鴛海　昂｜当時３年
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こ
の
夏
、
私
は
建
築
学
科
が
企

画
す
る
海
外
研
修
旅
行
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
研
修
旅
行
は
、
建

築
学
科
教
員
同
行
の
も
と
、
諸
外

国
の
都
市
と
建
築
、
そ
し
て
風
土

や
人
々
の
生
活
に
直
に
接
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
教
室
で
は
得
ら
れ

な
い
体
験
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
私
が
参
加
し
た
Ａ

コ
ー
ス
は
、
近
代
建
築
を
生
ん
だ

鉄
・
ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

築
の
起
源
へ
の
旅
と
い
う
こ
と
で
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ

ン
、
イ
タ
リ
ア
の
欧
州
４
カ
国
を

22
日
間
で
巡
り
な
が
ら
、
建
築
の

デ
ザ
イ
ン
や
構
造
・
構
法
な
ど
を

考
え
る
と
い
う
研
修
で
し
た
。
一

方
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
世
界
遺
産
の
都

市
と
建
築
を
中
心
に
、
ク
ロ
ア
チ

ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
と
欧
州
で
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
都
市
・
建
築
を
21
日
間
で

巡
り
な
が
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
に
評
価

さ
れ
た
各
都
市
、
各
建
築
を
自
身

の
目
で
あ
ら
た
め
て
と
ら
え
直
し
、

都
市
的
な
課
題
・
建
築
的
な
対
応

を
考
え
る
と
い
う
研
修
で
し
た
。

Ａ
コ
ー
ス
は
学
生
34
名
と
教
員
２

名
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
学
生
27
名
と
教

員
２
名
の
計
65
名
が
今
回
の
海
外

研
修
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
ス
で
ま
ず
訪
れ
た
の
は
、

産
業
革
命
が
最
初
に
起
き
た
地
で

あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
す
。
ロ
ン
ド
ン

と
そ
の
近
郊
を
中
心
に
、
ア
イ
ア

ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
１
７
７
９
年
）、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
図
書
館
（
２
０
１
３

年
）、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
テ
ー
ト
・
モ

ダ
ン
（
２
０
０
０
年
改
修
）
な
ど

を
訪
れ
ま
し
た
。
次
に
パ
リ
で
は

オ
ル
セ
ー
美
術
館
（
１
９
８
６
年

改
修
）、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ

ー
（
１
９
７
１
年
）、
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
の
サ
ヴ
ォ
ア
邸
（
１
９
３
１

年
）、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
（
１
８
８
９

年
）
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
ス
ペ

イ
ン
で
は
、
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ゲ

ン
ハ
イ
ム
美
術
館
（
１
９
９
７

年
）、
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

を
は
じ
め
と
す
る
ガ
ウ
デ
ィ
建

築
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

ロ
ー
エ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
パ
ビ
リ

オ
ン
（
１
９
２
９
年
再
築
）
な
ど

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び

フ
ラ
ン
ス
に
戻
り
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
ユ
ニ
テ
・
ダ
ビ
タ
シ
オ
ン

（
１
９
５
２
年
）
に
宿
泊
し
、
最
後

に
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
大
聖
堂
（
１
４
６
１
年
）

や
ロ
ー
マ
の
コ
ロ
ッ
セ
オ
（
８
１

年
）、
パ
ン
テ
オ
ン
（
１
２
５
年
）

な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
近
・
現
代
建
築
か
ら
古
代
建

築
ま
で
幅
広
い
建
築
を
見
て
回
り

ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
研
修
旅
行
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
仲
間
と

と
も
に
短
期
間
に
多
く
の
建
築
を

見
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
設
計
・
計

画
学
的
な
面
や
構
造
的
な
面
と
い

っ
た
い
ろ
い
ろ
な
観
点
で
建
築
を

見
る
こ
と
で
、
建
築
と
い
う
大
き

な
も
の
を
細
分
化
し
な
が
ら
ひ
と

つ
ひ
と
つ
学
び
、
そ
れ
ら
を
議
論

し
た
り
、
前
日
に
見
た
建
築
と
関

連
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
で

学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
建
築
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
ど
の
よ

う
に
実
際
の
建
築
に
反
映
さ
れ
て

い
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
進
路
だ
け
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
に
建
築
を
学
ん
で
い
く

べ
き
か
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

学生記者が行く ！

学生記者027

建築コースに所属
。設計から構造ま

で幅広い知

識を身につけるた
め、日々の授業に

加え講演会

やコンペなどに参
加しています。

鴛海　昂
建築学科３年

第47回建築学生海外研修旅行
（Ａコース）

2015年８月４日 ‐25日

バルセロナ・パビリオンにて アイアンブリッジ（エイブラハム・ダービー，トー
マス・プリチャード，1779）

サヴォア邸（ル・コルビュジエ，1931）

ビルバオ・グッゲンハイム美術館（フランク・O・ゲイリー，1997）
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第47回建築学生海外研修旅行
（Ａコース）

2015年８月４日 ‐25日

バルセロナ・パビリオンにて アイアンブリッジ（エイブラハム・ダービー，トー
マス・プリチャード，1779）

サヴォア邸（ル・コルビュジエ，1931）

ビルバオ・グッゲンハイム美術館（フランク・O・ゲイリー，1997）

166.indd   12 2015/10/20   13:56
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特
に
、
№
12
の
過
剰
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
は
、
複

数
の
純
液
体
の
混
合
に
よ
る
発
熱
や
吸
熱
と
し

て
定
義
さ
れ
る
熱
物
性
で
あ
り
、
こ
の
過
剰
エ

ン
タ
ル
ピ
ー
を
常
圧
下
で
測
定
す
る
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
そ
の
後
、
二
酸
化
炭

素
と
有
機
化
合
物
を
高
圧
下
で
混
合
し
た
と
き

の
過
剰
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
、
す
な
わ
ち
高
圧
過
剰

エ
ン
タ
ル
ピ
ー
の
測
定
に
発
展
し
ま
す
。ま
た
、

前
述
の
よ
う
に
Ｖ
Ｌ
Ｅ
を
高
圧
下
で
測
定
す
る

こ
と
が
研
究
室
と
し
て
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

測
定
は
№
13
の
低
圧
Ｖ
Ｌ
Ｅ
を
対
象
に
（
写
真

２
）、
№
14
の
高
圧
Ｖ
Ｌ
Ｅ
に
つ
い
て
は
そ
の

推
算
法
の
研
究
を
助
手
に
昇
格
後
も
継
続
し
、

以
上
の
成
果
を
「
状
態
方
程
式
−過
剰
ギ
ブ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
に
よ
る
気
液
平
衡
お
よ
び

過
剰
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
の
推
算
」
と
し
て
博
士
論

文
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
９
９
６

（
平
成
８
）
年
３
月
に
博
士
（
工
学
）
の
学
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
論
文

の
主
題
は
、
既
往
の
高
圧
Ｖ
Ｌ
Ｅ
や
過
剰
エ
ン

タ
ル
ピ
ー
の
推
算
方
法
が
持
つ
問
題
点
を
解
決

す
る
た
め
に
新
た
な
推
算
方
法
の
提
案
す
る
こ

と
に
あ
り
、
そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
学

位
だ
け
で
な
く
理
工
学
部
学
術
賞
と
い
う
栄
誉

に
も
浴
し
ま
し
た
。 

　

さ
て
、
助
教
授
に
昇
格
し
た
後
、
幸
運
に
も

日
本
大
学
長
期
海
外
派
遣
研
究
員
に
選
出
さ

れ
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
９
月
４
日
か
ら

翌
年
８
月
27
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大

学
工
学
部
化
学
プ
ロ
セ
ス
工
学
科
に
滞
在
し
、

「
環
境
負
荷
低
減
物
質
の
熱
力
学
物
性
に
関
す

る
研
究
」
を
行
う
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の
学

科
に
は
物
性
研
究
の
第
一
人
者
の
お
ひ
と
り
で

あ
っ
た
故Kenneth N

. M
arsh

教
授
（
写

真
３
）
が
在
籍
さ
れ
て
お
り
、
滞
在
中
は
新
規

の
機
能
性
流
体
で
あ
り
環
境
負
荷
低
減
物
質
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
た
イ
オ
ン
液
体
の
粘
度

（
表
の
№
21
）
の
測
定
（
写
真
４
）
に
つ
い
て

の
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
に
復
帰 

そ
し
て
定
年
の
２
年
前
に
し
て

　

長
期
海
外
派
遣
研
究
員
を
終
了
し
て
大
学
に

復
帰
し
た
後
、
私
は
日
本
大
学
短
期
大
学
部
応

用
化
学
科
教
授
（
内
、
５
年
間
は
学
科
長
を
拝

命
）、
理
工
学
部
物
質
応
用
化
学
科
教
授
を
経

て
、
現
在
に
至
り
ま
す
（
２
０
２
２
年
10
月
～

２
０
２
４
年
９
月
ま
で
教
室
主
任
を
拝
命
中
）。

ま
た
研
究
は
、
短
期
大
学
部
時
代
も
化
工
研
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
学
で
学
ん
だ
イ
オ
ン
液
体
の
粘
度
の
測

定
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
種
物
性
測
定
や
、
実

測
さ
れ
た
低
圧
気
液
平
衡
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を

評
価
す
る
た
め
の
熱
力
学
的
な
手
法
と
し
て
Ｐ

Ａ
Ｉ
テ
ス
ト
を
提
案
し
、
世
界
各
国
で
測
定
さ

れ
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
低
圧
Ｖ
Ｌ
Ｅ
デ
ー

タ
の
評
価
も
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
学
会
活
動

と
し
て
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
か
ら

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
に
亘
り
、
化
学
工

学
会
の
部
会
で
物
性
の
研
究
者
の
た
め
の
「
基

礎
物
性
部
会
」
部
会
長
を
務
め
、
微
力
な
が
ら

学
会
の
発
展
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、『
理
工
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
』
２
０
０

号
と
い
う
記
念
の
号
に
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の

執
筆
を
通
し
て
、
定
年
ま
で
残
り
２
年
の
大
学

で
の
教
員
生
活
で
、
熱
い
研
究
へ
の
思
い
と
と

も
に
、
学
生
が
よ
り
理
解
で
き
る
講
義
を
目
指

し
、
学
部
・
学
科
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
と
こ
ろ

で
、
ペ
ン
を
置
こ
う
と
思
い
ま
す
。

化
学
工
学
と
の
出
会
い

　

私
が
専
門
と
す
る
化
学
工
学
（Chem

ical 
Engineering

）
は
化
学
（Chem

istry

）
の

専
門
分
野
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
他
の
化
学
の
分

野
に
比
較
し
て
、
そ
の
内
容
は
よ
り
実
用
的
、

工
業
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
工
学
的
な
化
学
を

思
考
し
そ
れ
を
実
践
で
き
る
社
会
人
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日
本
大
学
理
工
学
部

に
工
業
化
学
科
（
現 
物
質
応
用
化
学
科
）
が

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
に
設
置
さ
れ
た
14
年

後
の
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
に
、
化
学
工
学

を
専
門
と
す
る
「
化
学
工
学
研
究
室
」（
以
下
、

化
工
研
）
が
創
設
さ
れ
た
の
も
、
必
然
な
流
れ

で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

私
が
工
業
化
学
科
に
入
学
し
た
の
は
１
９ 

７
９
（
昭
和
54
）
年
で
す
が
、
当
時
の
化
工
研

は
研
究
室
の
創
設
者
で
あ
る
故 

小
島
和
夫
名

誉
教
授
が
教
授
、
故 

越
智
健
二
名
誉
教
授
が

助
教
授
、
栃
木
勝
己
名
誉
教
授
が
助
手
と
い
う

３
人
の
教
員
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

化
工
研
で
幸
い
に
も
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
、
私
の
研
究
歴
の
始
ま
り

で
あ
り
、
化
学
工
学
に
携
わ
る
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
私
が
化
工
研
を
希

望
し
た
か
と
い
う
と
、
今
の
よ
う
に
個
人
が
使

用
で
き
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
普
及

し
て
い
な
い
時
代
に
、
化
工
研
で
は
理
工
学
部

の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（H

ITACL340

）

を
使
用
し
て
、
当
時
最
先
端
の
化
学
工
学
の
理

論
に
基
づ
く
計
算
機
実
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
こ
の
「
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」

と
「
最
先
端
」
に
強
く
惹
か
れ
て
し
ま
っ
た
か

ら
と
い
う
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
研
究 

そ
し
て
大
学
院
進
学
と
修
了

　

卒
業
研
究
で
は
、
幸
い
な
こ
と
に
そ
の
「
最

先
端
」
の
理
論
に
基
づ
く
計
算
機
実
験
の
テ
ー

マ
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
直
接
の

指
導
教
員
は
栃
木
先
生
で
、
テ
ー
マ
は
「
グ
ル

ー
プ
溶
液
モ
デ
ル
に
よ
る
高
圧
気
液
平
衡
の
推

算
」
で
し
た
。
こ
の
推
算
に
は
、
グ
ル
ー
プ
溶

液
モ
デ
ル
、
３
次
型
状
態
式
、
圧
力
無
限
大
基

準
の
混
合
則
と
い
う
当
時
の
最
先
端
の
理
論
が

用
い
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
気
液
平
衡
（
以
下
、
Ｖ
Ｌ
Ｅ
）
は
、
物

性
と
呼
ば
れ
る
純
物
質
や
混
合
物
の
化
学
的
・

物
理
的
性
質
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

化
学
工
学
的
に
は
Ｖ
Ｌ
Ｅ
以
外
に
表
の
よ
う

な
物
性
を
主
に
取
り
扱
い
ま
す
。
中
で
も
私
が

化
工
研
に
４
年
次
に
入
室
し
た
頃
は
、
混
合
物

の
平
衡
物
性
で
あ
る
№
13
の
低
圧
Ｖ
Ｌ
Ｅ
、
№

17
の
液
液
平
衡
、
№
18
の
固
液
平
衡
の
測
定
や

理
論
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
た

だ
し
、
高
い
圧
力
下
で
測
定
を
行
う
必
要
が
あ

る
№
14
の
高
圧
Ｖ
Ｌ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
高
圧
実

験
を
行
う
た
め
の
環
境
や
設
備
が
整
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
理
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
そ
の
デ
ー
タ
を
計
算
で
求
め
る
研
究
が
、
栃

木
先
生
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
研
究
の
一
端
に
私
も
加
わ
る
こ
と
が
で
き

た
わ
け
で
す
（
写
真
１
）。

　

実
際
に
卒
業
研
究
を
始
め
て
み
る
と
、
実
験

し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
デ
ー
タ
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
で
計
算
で
き
る
こ
と
に
心
を
動
か
さ

れ
、
今
思
え
ば
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
大
学
院

へ
の
進
学
に
つ
な
が
り
、
結
局
、
４
年
次
の
１

年
間
と
博
士
前
期
課
程
の
２
年
間
の
合
計
３
年

間
を
か
け
て
、「
グ
ル
ー
プ
溶
液
モ
デ
ル
に
よ

る
高
圧
気
液
平
衡
の
推
算
」
と
い
う
研
究
を
追

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

助
手
、
専
任
講
師
、
助
教
授 

そ
し
て
海
外
派
遣
研
究
員
と
し
て 

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
へ

　

博
士
前
期
課
程
修
了
後
、
縁
あ
っ
て
、
大
学

で
の
研
究
を
自
分
の
一
生
の
仕
事
に
で
き
る
と

い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）

年
４
月
に
工
業
化
学
科
の
副
手
と
し
て
採
用
し

て
い
た
だ
き
（
学
生
実
験
と
教
室
の
事
務
等
を

担
当
）、
翌
年
に
は
助
手
に
、
そ
の
後
、
専
任

講
師
、
助
教
授
に
昇
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
高
圧
Ｖ
Ｌ
Ｅ
の
推
算
の
よ
う
な

理
論
的
な
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
表
に
示
す
物

性
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
の
測
定
に
も
着
手
し

ま
し
た
。

物
質
応
用
化
学
科
教
授
　
　
栗
原 

清
文

化
学
工
学
と
と
も
に
40
年

写真１　�1983（昭和58）年度卒業生記念写真（前列右から３番目より栃木勝己先生、
小島和夫先生、越智健二先生。中列右から４番目が筆者）

写真４　�振動ワイア粘度計を中心とする液体粘度
測定システム

写真３　 �Marsh 教授（中央）と共同研究者の大学院博士
コースKandil�君（左）とともに、実験室にて

写真２　�中央の二つが研究室で制作した低圧VLE
の測定装置のミニチュア

くりはら きよふみ

1983 年３月�� �日本大学理工学部工業化
学科卒業

� ４月� �日本大学大学院理工学研
究科博士前期課程工業化
学専攻入学

1985 年３月�� 　同　修了
� ４月� �日本大学理工学部工業化

学科副手
1986 年４月�� 　同　助手
1996 年３月�� �博士（工学）の学位を取得
1997 年４月�� 　同　専任講師
2001 年４月�� 　同　助教授
2005 年４月�� �日本大学短期大学部応用�

化学科に所属替え�
同時に教授に昇格

2011 年４月�� �日本大学理工学部物質応
用化学科に教授として所
属替え

表　化学工学で取り扱われる主な物性

No. 物性名
1 P-V-T 関係
2 密度
3 音速
4 誘電率
5 純物質の蒸気圧
6 純物質の沸点と融点
7 純物質の三重点と臨界点
8 純物質の蒸発・融解・昇華熱
9 熱容量
10 混合物の蒸発熱
11 溶解熱
12 過剰エンタルピー（混合熱）
13 低圧気液平衡
14 高圧気液平衡
15 多成分系臨界軌跡
16 無限希釈活量係数
17 液液平衡
18 固液平衡
19 ガス溶解度
20 吸着平衡
21 粘度
22 熱伝導度
23 拡散係数
24 表面張力
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社会基盤情報システム研究室
土木工学科

社会基盤施設の内部を“視る”

小林 義和 教授 
KOBAYASHI, Yoshikazu

中村 勝哉 助手 
NAKAMURA, Katsuya

［駿河台］	タワー・スコラ11階 S1104室

　社会基盤情報システム研究室は、土木
工学分野におけるコンピュータを利用し
たシミュレーションや観測された結果か
ら対象の内部の状態を推定する逆問題、
さらに機械学習を利用したデータの処理
など、土木工学における情報システムの
活用を目的として研究を進めています。
現在は、開発された手法の検証等を目的
とした、実験的な研究も積極的に推進し
ています。
　その中でも、近年では経年劣化が深刻
な問題となりつつある社会基盤施設の維
持管理を目的とした非破壊検査手法であ

る AE トモグラフィ法を中心に、その周
辺を支える技術についての研究を行って
います。AE トモグラフィ法は、構造物
内部でひび割れが発生したり、既存のひ
び割れがこすれたりした際に発生する
アコースティック・エミッション（AE）
と呼ばれる弾性波を構造物表面に設置し
たセンサーで計測し、その結果から構造
物の内部の状況を逆解析によって推定す
る方法です。これによって、構造物を傷
つけることなく内部の検査を行うことが
でき、構造物の維持管理に有用な情報を
知ることができます。最近は、この計測

された AE から逆解析に利用される観測
情報を高精度に読み取るために機械学習
の利用を進めており、より良い結果を求
めることができています。
　また、開発された手法の検証のため
に、学外の研究機関と共同で実構造物等
での実験・計測を行い、研究室の所属学
生とともに、技術の実務への応用につい
て議論をしています。

齊藤研究室
航空宇宙工学科

炎がもたらす新たな未来創出への挑戦

齊藤 允教 准教授 
SAITOU, Masanori

［ 船橋 ］	３号館３階336B 室
［	URL	］	 �https://aero.cst.nihon-u.

ac.jp/saito.html

　齊藤研究室では、航空機やロケットを
動かすエンジン内部で行われている燃焼
について、実験や数値シミュレーション
による基礎研究を行っています。カーボ
ンニュートラルをはじめ、環境への配慮
が高いレベルで求められており、燃焼研
究がもたらす社会への貢献は、より一層
重要になってきています。二酸化炭素由
来の合成燃料の利用も始まっており、将
来的に燃料の多様化も見込まれます。
　航空機やロケットは、小さい容積で大
きなパワーを生み出さなければなりませ
んが、エンジンの高出力密度化は爆発／
振動といった異常燃焼のリスクを高めま

す。異常燃焼や燃料の環境適合性につい
て、基礎データを取得し多種多様な燃料
固有のメリット／デメリットを把握する
とともに、エンジン設計に活かせるよう

な計算モデルの構築を目指しています。
　燃焼の基礎データは、計算で容易に検
定できる環境で取得されたものが望まし
く、時には宇宙環境を利用して実験デー
タを取得します。落下塔、観測ロケット
や、国際宇宙ステーション等で実現され
る微小重量場は、燃焼によって生じる自
然対流の影響を排除することができま
す。例えば、燃料の単一液滴で考えてみ
ると、自然対流が生じなければ現象は球
対称となり、１次元球対称座標系で現象
をシミュレーションすることが可能とな
ります。
　実験的技巧だけでなく、例えば機械学
習等の数学的技巧を凝らし、複雑現象の
単純化も試みています。いまだ神秘に包
まれている燃焼現象の解明に向けて、研
究室一丸となり活動しています。

上段：ろうそく周りの流れの違い
下段：燃料液滴燃焼時の温度分布

日独国際共同観測ロケット実験�
（左：観測ロケット／右：実験装置）

AEトモグラフィ法の検証実験風景

三次元AEトモグラフィ法のモデル

2023年11月～2024年２月（開催・表彰。学科順）
〈学生〉
土木学会全国大会第78回年次学術講演会　優秀講演者
�土木工学専攻２年��飯野 稜太／同１年��長田 真緒、今 龍平

IHI/SAMPE Japan学生ブリッジコンテスト
カテゴリーG　３位 土木工学専攻１年　種村 瞬、�
� 土木工学科３年　太田 優人、高野 圭太、渡邉 駿佑
カテゴリーR　３位 機械工学専攻２年　長峯 知奎、�
� 機械工学科４年　渡邉 恵樹、黒田 修至、松下 敬吾
審査員特別賞 機械工学専攻２年　佐藤 圭悟、�
� 同１年　金 嘉輝、建築学科４年　服部 叶貴

感謝状（いすみ鉄道株式会社）
交通システム工学科運輸交通計画研究室、理工学部鉄道研究会

The 16th ATRANS Annual Conference
Best Paper Presentation Award
� 交通システム工学専攻１年　酒井 大翔

日本大学生産工学部自動車工学リサーチ・センター
（NU-CAR）第４回学生研究発表会　優秀研究発表賞
 交通システム工学専攻１年　荒川 翔吾

2023年度日本建築学会大会（近畿）学術講演会
若手優秀発表賞 建築学専攻１年　巻嶋 莉沙／海洋建築
工学専攻１年　鈴木 空／海洋建築工学科４年　河合 泰誠
／同　齋藤 友祐／まちづくり工学科４年　萩原 菜々華

JSCAアイス棒ブリッジコンテスト2023

優秀賞 建築学専攻２年　伊藤 拓海、菊池 舞、
松田 章吾、同１年　小櫃 汐音、野口 明穂、

建築学科４年　内山 乃衣、南部 雄生、DONG MIAO
原田賞（審査員特別賞）
 建築学専攻２年　鮎沢 康太、印南 千尋、奥平 康祐、

山中 洋輝、同１年　瀬戸 謙太、多田 このみ、�
建築学科４年　川口 眞琴、木内 裕也

ACARA2023　ベスト８ 建築学科３年　宮田 太郎

第16回日本地震工学シンポジウム 
優秀発表賞 建築学専攻２年　印南 千尋

2023年度千代田区を舞台とした学生設計展
最優秀賞 建築学専攻１年　池田 桃果

第１回日本大学合同卒業設計展／NUDC
最優秀賞 建築学科４年　工藤 朱理

日本沿岸域学会研究討論会2023　優秀講演表彰
�海洋建築工学専攻１年　小嶋 英志朗／同　福永 佳晏

日本建築学会関東支部第24回提案競技　佳作 
 まちづくり工学専攻１年　鈴木 彩加、安田 有希

軽金属学会第145回秋期大会　軽金属溶接協会賞
� 精密機械工学専攻１年　東海林 翼

日本航空宇宙学会第61回飛行機シンポジウム
学生優秀講演賞 航空宇宙工学専攻１年　星 亮太朗

第８回国際超小型衛星ミッションアイディアコンテスト
IAA賞� 航空宇宙工学科　山﨑研究室

電気設備学会　学生研究発表会準優秀賞
� 電気工学科４年　八木野 柊汰／同　浜田 幸介

電気学会東京支部千葉支所研究発表会
優秀論文発表賞 電子工学専攻１年　森戸 悠真

日本レセプト学会　学生奨励賞
� 応用情報工学科４年　望月 丈瑠

〈教員〉
中央職業能力開発協会　会長賞　土木工学科准教授  鎌尾 彰司

カンボジア王国友好勲章（サハメトレイ勲章）
� 建築学科助教　小島 陽子�ほか

日本機械学会　フェロー　航空宇宙工学科教授  田辺 光昭

日本機械学会宇宙工学部門　スペースフロンティア賞
 大気球を利用した火星飛行機の高高度飛行試験MABE 
-2実施チーム（航空宇宙工学科准教授��安部�明雄�ほか）

第６回宇宙開発利用大賞　選考委員会特別賞
 EQUULEUS開発・運用チーム（航空宇宙工学科准教授��阿部�新助�ほか）

第８回富士宮市景観賞特別賞
 日本大学理工学部（富士山・白糸ノ滝テラス） 
�（土木工学科教授��関�文夫、まちづくり工学科助教��落合�正行）

受
賞
報
告
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「人とくるまのテクノロジー展」
次回開催予定：2024年 5月 22日－24日
https://aee.expo-info.jsae.or.jp/ja/

　日本自動車工業会主催の JAPAN MOBILITY SHOW は有名ですが、
自動車の最新技術を知ることができる展示会として、自動車技術会が主
催する「人とくるまのテクノロジー展」が毎年５月にパシフィコ横浜
で開催されています。完成車メーカーはもちろん、部品、実験・計測
さらには CAE、研究開発メーカーまで、日本の自動車技術を支える約 
500 社が出展しており、最新技術や未来の技術を知ることができます。
　大学研究室の出展も可能なので、私自身も「機械工学科飯島研究室」
として 2022 年に最新の研究成果を発表しました。入場は無料ですの
で、自動車関連企業に進みたい学生にはぜひ見に行くことをお勧めし
ます。 （機械工学専攻博士前期課程２年　時田 一歩）

Event

『シンメトリー』 
ヘルマン・ワイル�著、冨永　星�訳／ちくま学芸文庫

　本書は、約 100 年前に活躍されていたドイツの数学者ヘルマン・ワイルの
著書を訳した本です。書名の「シンメトリー」とは“左右対称であること。左
右の各部分のつり合いがとれていること。また、そのさま”などの意味をもち
ますが、本書はいわゆる“対称性”について講義された内容となっています。
この“対称性”について、雪の結晶、建造物の内外装、音楽まで、多くの実例
を挙げて説明されています。それらを数学的な着想でどのように示しているか、
触れてもらえると面白いと思います。 （一般教育教室化学系列准教授　大宅 淳一）

研究事務課
●  理工学部が独自に学術交流を締結している

覚書校との交換留学生派遣及び受入れに関
すること

●  教員の学術研究活動に関すること 
理工学研究所に関すること 
産官学連携研究に関すること  
覚書校との教員の派遣及び受入れに関する
こと

駿河台：10 号館３階 03-3259-0929

教務課（入試係）
●  入学試験（大学院）に関する情報提供
●  入学試験（学部・大学院・短期大学部）に関

する情報提供
　  受験生の理工学部見学等に関する入試広報活動
　 受験生へ学部案内

駿河台：１号館１階 03-3259-0578
船 橋： 13 号館１階（インフォメーションセンター） 

  047-469-6249

会計課
●  学費（振込依頼書の発送・台帳の電算処理・
管理・保管等）に関すること�
セミナーハウス使用料金の収納に関すること 
その他各費用の収納及び支払に関すること

（船橋校舎は庶務課が窓口）
●  予算申請書・決算報告書に関すること 

経理統計及び報告に関すること 
補助金の経理に関すること 
学術研究助成金及び出版助成金の経理に関
すること 
後援会の経理に関すること 
寄付金に関すること 
その他経理に関すること

駿河台：10 号館４階 03-3259-0598

教務課
●  履修登録、成績に関すること 

授業、休講、補講に関すること 
定期試験、追試験等に関すること 
学生証、在学・成績等証明書の発行に関する
こと 
休学、復学、退学、卒業等に関すること 
教職課程、学芸員課程に関すること 
海外留学に関すること 
現住所、氏名等の変更に関すること 
学生の学会参加等に伴う経費補助に関する 
こと

●  卒業生に対する卒業・成績等証明書の発行に
関すること

駿河台：１号館１階 03-3259-0580
船　橋：14 号館１階 047-469-5304

管財課
●  教室・実験室等施設の修繕に関すること 

施設・設備関係のメンテナンスの窓口 
各種建物図面等の相談 
ポータブルマイク等物品の貸出し 
冷暖房の調整・蛍光灯の交換等室内環境に関
すること 
粗大ゴミ・産業廃棄物の廃棄に関すること

●  施設・設備関係の営繕・改修に関すること 
物品の調達に関すること 
業務委託・リースに関すること 
火災・物品に対する損害保険に関すること 
固定資産の管理に関すること 
粗大ゴミ・産業廃棄物・実験廃液・廃試薬の
廃棄に関すること

駿河台：10 号館２階 03-3259-0620
船　橋：13 号館１階 047-469-5620

庶務課
●  キャンパスの美化（清掃等）に関すること 

キャンパスの安全（防災・警備等）に関する
こと（食料と水の備蓄及び AED 設置等） 
休日・夜間の研究室等の使用手続きに関する
こと 
TA の交通費の申請に関すること 
TA の出勤簿に関すること 
TA・RA の手当に関すること 
理工サーキュラーの発行

●  諸式・諸行事に関すること 
公開市民大学に関すること 
後援会に関すること 
郵便及び宅配便に関すること 
教職員の国内・海外出張手続きに関すること 
各種文書の取扱い及び整理・保管に関するこ
と 
各種渉外に関すること 
会議室等施設使用の手続きに関すること 
教職員の福利厚生等に関すること

駿河台：10 号館６階 03-3259-0514
船　橋：13 号館１階 047-469-5330

就職指導課
●  就職に関すること 

就職・キャリア相談 
求人票の公開 
NU 就職ナビ 
就職・キャリア支援プログラムの実施 

（インターンシップガイダンス／適性試験模
試／面接講座／学内セミナー等） 
公務員試験対策プログラムの実施 

（公務員試験対策講座／合格体験談／模擬面
接／論文添削） 
教員試験対策プログラムの実施 

（教員採用試験対策講座／模擬試験）

駿河台：タワー・スコラ６階 03-3259-0644
船　橋：13 号館１階（キャリア支援センター）
 047-469-5202

学生課（保健室、学生支援室）
●  学生の厚生補導に関すること 

学生の健康管理・健康診断 
学生相談 
通学証明・学割証 
学内外各種奨学金 
拾得物・遺失物 
学部祭等行事 
留学生のサポート 
学生団体（サークル）の活動 
下宿・アパート相談会 
正課または課外活動中に傷害を被ったとき
の報告 
障がい学生に対する支援 
セミナーハウス・八海山天文台の利用 
学生食堂・購買部

学生課
駿河台：１号館１階 03-3259-0608
船　橋：14 号館１階 047-469-5395

保健室
駿河台：タワー・スコラ１階 03-3259-0612
船　橋：14 号館１階 047-469-5222

学生支援室
駿河台：タワー・スコラ１階 03-3259-0611
船　橋：14 号館１階 047-469-5296

学生支援室予約（E-mail）
駿河台：cst.suru-gakuseishien@nihon-u.ac.jp
船　橋： cst.funa-gakuseishien@nihon-u.ac.jp

図書館事務課
●  学修・研究に必要な資料・情報の収集と提供

に関すること 
資料の貸出・返却・予約・閲覧・複写 
レファレンスサービス（必要な資料・情報に
関する探し方の相談） 
図書館相互利用（文献複写・現物貸借等） 
図書館所蔵資料の検索（OPAC） 
グループ学習室の予約

●  教育・研究に必要な資料・情報の収集と提供
に関すること 
資料の貸出・返却・予約・閲覧・複写 
レファレンスサービス（資料等に関する相談） 
図書館相互利用（文献複写・現物貸借等） 
図書館公開講座

駿河台：お茶の水校舎４階 03-3259-0639
船　橋：図書館 047-469-5340

事務局からの 
お知らせ

各課の仕事を紹介します。
●：学生生活に関する業務
●：教職員・対外に関する業務
■の業務は、それぞれの課で直接手続きす
るなど、学生の皆さんと関係の深いものです。

『特許やぶりの女王 弁理士・大鳳未来』
南原　詠�著／宝島社文庫

　現在、企業内弁理士として活躍されている南原詠先生が書かれたこの本は、
主人公である弁理士の大鳳未来が、映像技術の特許権侵害で訴えられ活動休止
を迫られた VTuber を救うために奮闘するというお話です。物語を通して、知
的財産の専門家である弁理士という職業について知ることができます。
　特許権侵害という難しいテーマではありますが、作中の対話を通して素人に
もわかりやすい説明がされており、とても読みやすくなっています。特許は、
研究やものづくりに携わるすべての人に関わるものなので、皆さんにもぜひ読
んでみていただきたいお話です。 （精密機械工学専攻博士前期課程１年　阪本 千紘）



理工学部のホームページでは最新号からバックナンバーまで見られます。

 Web登録期間 	５月22日	（水）～６月５日	（水）18時まで
 出 願 期 間  ６月３日	（月）～６月10日	（月）
 試 　 験 　 日 	７月７日	（日）
 合 格 発 表 	７月10日	（水）15時

日本大学大学院理工学研究科

博士前期課程入学試験
（一般第１期）

　出願にあたっては入学試験の募集要項を確
認してください。募集要項および詳細は、日
本大学大学院理工学研究科Webサイト（https		
://nucst-admission.jp/gr/）をご覧ください。

情報科学専攻

電気工学専攻

電子工学専攻

海洋建築工学専攻

土木工学専攻

交通システム工学専攻

建築学専攻

量子理工学専攻

物質応用化学専攻物理学専攻

数学専攻

航空宇宙工学専攻

まちづくり工学専攻機械工学専攻

精密機械工学専攻

令和５年度　大学院理工学研究科修士論文審査会� 2024年２月17日–22日

創刊号から半世紀を超える、歴史ある『理工サーキュラー』。
理工学部の現状や方針を発信し、学生と情報共有することか
ら始まり、現在は、学生がより良い学生生活を送るために役立
つ情報も発信しています。常に学生目線にたち、学生に寄り添
った内容になっています。今後、情報発信の方法は紙媒体か
らデジタル媒体に替わっていく転換期を迎えるかもしれません
が、学生に寄り添う姿勢はゆるぎないものです。もし、皆さん
が取り上げてほしい特集等がありましたら、右記の編集委員会
の先生にご連絡ください。 （佐伯）

発　　行 広報委員長・編集長

日本大学理工学部広報委員会 佐伯 勝敏
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